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§１．概要 
本仕様書は DT-9700（Embedded Visual C++ 4.0）用のエミュレータについて述べたものです。 


 
1-1 エミュレータの機能 


1. PC上で DT-9700用に開発したアプリケーションのデバッグおよび動作確認ができます。 


2. エミュレータスキン上に配置したキーの押下がエミュレータ内アプリケーションに反映されます。 


3. 以下のカシオライブラリを擬似的に実行できます。 


・ システムライブラリ 


・ BCD演算ライブラリ 


・ プリンタライブラリ 


・ Bluetooth ライブラリ 


・ SOBR ライブラリ 


 


 
1-2 開発環境との連携 


1. eMbededdC++4.0用のエミュレータSDKをインストールすることにより eMbedded Visual C++4.0 と連携でき


ます。 


2. VB.NET、C#.NET では、開発したアプリケーションをエミュレータ内にロードし実行することにより、PC 上での


動作確認ができます。 


 


 
1-3 エミュレータスキン上のキー割り当て 


エミュレータではスキン上のキーの押下に対して特定のコードを割り当てられます。 


DT-9700 のスキン上のキーコード割り当てに関しては「3-4. スキン上のキーコード割り当て」を参照し


てください。 


 


1-1 
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1-4 エミュレータのソフトウェア構成 


DT-9700 エミュレータのソフトウェア構成を以下に示します。 


1. プログラムキーアプリケーション 


2. プログラムキー制御モジュール 


DT-9700 X86エミュレータ 
 


3. カシオライブラリ エミュレータバージョン 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


  


ＢＣＤ演算


ライブラリ


1.プログラムキー


制御 


  アプリケーション


Windows System （Win32API／Compact Frameｗｏｒｋ） 


2. プログラムキー制御モジュール DLL（キーボードメッセージフィルタ）


 


イベント（L/Rプログラムキー押下） 


アプリケーション 


（ C#.NET， VB.NET， EVC++ ） 

 


 


 


カシオライブラリ エミュレータ バージョン


 


システム 


ライブラリ 


 


プリンタ 


ライブラリ 


 


Bluetooth 


ライブラリ 


 


SOBR 


ライブラリ

キーボードメッセージ
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§2 エミュレータ開発環境 
 


2-1 開発環境 
・ Microsoft eMbedded Visual C++ 4.0 / SP1 or SP3 


 
2-2 ファイル構成 
2-2-1 エミュレータソフトウェア 


① DT-9700EM_SDKforEVC.msi DT-9700 eMbededd C++4.0 用エミュレータ SDK 


 


 
2-2-2 カシオライブラリエミュレータバージョン 


   以下のファイルは全て上記エミュレータソフトウェアに含まれています。このためインストールを実行すると


開発環境内にインストールされます。 
① システムライブラリ 
   ClbSys.dll  システムライブラリ本体 
   ClbSys.h  ヘッダファイル 
   ClbSys.lib  インポートライブラリ 


 
② プリンタライブラリ 


prnlib.dll  プリンタライブラリ本体 
prnlib.h   ヘッダファイル 
prnlib.lib  インポートライブラリ 
 


③ Bluetooth ライブラリ 
BTLib.dll  Bluetooth ライブラリ本体 
BTLib.h  ヘッダファイル 
BTLib.lib  インポートライブラリ 
 


④ MCR ライブラリ 
mcrlib.dll  MCR ライブラリ本体 
mcrlib.h  ヘッダファイル 
mcrlib.lib  インポートライブラリ 
 


⑤ SOBR ライブラリ 
sobrlib.dll  SOBR ライブラリ本体 
sobrlib.h  ヘッダファイル 
sobrlib.lib  インポートライブラリ 
 


⑥ BCB演算ライブラリ （国内モデルのみ） 
ldtbcd.dll  BCD 演算ライブラリ本体 
ldtbcd.h   ヘッダファイル 
LDTBCD.lib  インポートライブラリ 


LDTERR.lib  インポートライブラリ 


 
⑦ ＪＰＥＧライブラリ 


prnlib.dll  プリンタライブラリ本体 
2-1 
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prnlib.h   ヘッダファイル 
prnlib.lib  インポートライブラリ 


 


 


 
2-2-3 トリガーキー制御ソフトウェア 


以下のファイルは全て上記エミュレータソフトウェアに含まれています。このためインストールを実行すると


開発環境内にインストールされます。 
① pxemapl.exe トリガーキー制御モジュール登録／解除アプリリケーション 
② pxemapl.lnk トリガーキー制御モジュール登録／解除アプリリケーションのショートカット 
③ pxemdll.dll トリガーキー制御モジュール 
④ pxemevt.h トリガーキー制御モジュール用ヘッダファイル 
 


2-3. エミュレータの使用方法 


2-3-1  EVC++4.0環境 


１） ミュレータ SDKを PCにインストールします。 


２） EVC++4.0 でプロジェクトを作成し、アクティブな構成で「（Win32 （WCE emulator） 


Debug）を選択します。 


３） 「ツール」→「Platform manager を構成」を選択し、 


・ Device にインストールした SDKのエミュレータを選択します。 


・ プロパティのトランスポートに TCP/IPを選択します。 


・ プロパティの Start Uｐ Serverに Emulator Start Up Serverを選択します。 


４） ＳＤＫ名を DT-9700 EM for EVC または、IT-3000 EM for EVC を選択し、接続先を


DT-9700 EM for EVC Ｅｍｕｌator または、IT-3000 EM for EVC Ｅｍｕｌatorを選択します。 


５） プロジェクトをビルドします。 


６） デバッグを開始すると作成したエミュレータが自動的に起動し、エミュレータ上でのデバッグがで


きます。 
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2-3-2  VB.NET、C#.NET環境 


１） エミュレータＳＤＫをインストールし、次の手順でファイルを移動、ファイル名変更を行います。 


1.デフォルトでインストールを行うと、下記フォルダに OS イメージファイルが有ります。 


C:¥Program Files¥Windows CE Tools¥wce410¥＜プロジェクト名＞¥Emulation 


  にある nk.cem(ＯＳイメージファイル)を 


C:¥Program Files¥Windows CE Tools¥wce410¥＜プロジェクト名＞¥Emulation¥BMP 


  にコピーします。 


2.コピーした nk.cem(ＯＳイメージファイル)を px780.cem とファイル名を変更します。 


3.ファイル名を変更した px780.cem(OS イメージファイル)を実行して、エミュレータを起動しま


す。 


 


 


 
２） エミュレータ内にビルドしたアプリケーションを次の手順でロードし、実行します。 


1.テストに使うＰＣをネットワークに接続します。 


2.エミュレータを起動します。 


3.エミュレータ上のエクスプローラを起動します。 


4.“アドレス”に"\\テストに使うＰＣのフルコンピュータ名"を入力します 


5.ユーザ名、パスワードの問合せがありますので、特に設定してなければ 


 パスワードに"guest"と入力します。 


6.テストに使うＰＣの共有フォルダが見えるようになります。 


 共有フォルダから追加したいファイルをコピーするとエミュレータに反映されます。 


 終了時にエミュレータの状態を保存するオプションで終了すれば、次回エミュレータ 


 起動時にもファイルは、残っています。 


３） ロードしたアプリケーションを実行します。 


 


 


 
2-3-3. トリガー制御アプリ pxemapl.exeの操作 


トリガー制御用アプリはWindowsCEシステムが起動すると自動的にトリガー制御モジュールをシステ


ムに組み込みます。正常に組み込まれると、タスクトレイに（PXEM）アイコン表示されます。 


アイコンをタップして［×］ボタンで登録を解除できます。（［OK］ボタンでトレイにもどります。） 


再度組み込みたいときは、￥Windows￥pxemapl.exeを起動してください。 
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§3．エミュレータ上のプログラムキーの処理 
 


3-1. エミュレータ上のプログラムキーの処理 
エミュレータ上に配置されたキーを押下すると、エミュレータの定義ファイルで指定したキーコードを


Windows のメッセージバッファにキューイングしますが、トリガキー（スキャナ）動作は押下したキー


コードではなく、スキャンデータを発生する必要があります。 


そのために、エミュレータ上のキーの押下を検出する仕組みとしてシステムフックを使用します。 


システムフックは、キーボードメッセージがメッセージキューにキューイングされるときに、


SetWindowsHookEx（）関数の引数で指定した DLL および DLL 内の関数をコールしてもらいま


す。 


フックモジュールは次の処理を行います。 


1. プログラムキーの押下をアプリケーションに通知します。 


（通知を受け取ったアプリケーションで、プログラムキー動作をエミュレートすることが可能です。） 


 


3-2. プログラムキー制御モジュールの自動実行 
Windowsシステムが起動したときにシステムフックを登録する（SetWindowsHookEx（）を実行する）


ために、登録用のアプリケーションを自動実行するように以下のようにしています。 


1. エミュレータの NK.BIN の「Windows￥スタートアップ」フォルダにﾞシステムフック登録用アプリ


ケーションを格納するようにしています。 
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3-3 スキン上のキーコード割り当て 
エミュレータスキン上のキーコード割り当てを以下に示します。 


トリガーキーは他のキーと区別できるようにWindows CEでは使用しないと思われるF11,F12のキー


コードを割り当てます。 
No. スキン上のキー 割り当てるキーコード 備考 


1 電源キー SHUTDOWN  
2 左プログラムキー Key_F11 “PxEmEvt0” 名前付きｲﾍﾞﾝﾄ発生 
3 右プログラムキー Key_F12 “PxEmEvt1” 名前付きｲﾍﾞﾝﾄ発生 
4 ← Key_Left  
5 → Key_Right  
6 Fn   
7 CLR   
8 BS Key_Backspace  
9 Enter KeyPad_Enter  


10 －   
11 .   
12 1 Key_1  
13 2 Key_2  
14 3 Key_3  
15 4 Key_4  
16 5 Key_5  
17 6 Key_6  
18 7 Key_7  
19 8 Key_8  
20 9 Key_9  
21 0 Key_0  
22 000 Key_0  
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3-4 エミュレータ上の左右プログラム キーの処理 
システムフック処理は左右プログラム キーの押下（Key_F11、 Key_F12）を検出すると、次の名前


のイベント（名前付き自動リセットイベント）をシグナル状態にします。 


左プログラム キーのイベント名 ： “PxEmEvt1” 


右プログラム キーのイベント名 ： “PxEmEvt2” 
 
従って、左右プログラム キーの押下で値を返すような関数では、上記名前で作成したイベント配列


を指定し、WaitForMultipleObject（） で待つことで実現できます。 


以下はエミュレーター版 サンプルです。 
 


#include "pxemevt.h" 
 


{  
DWORD dwEvent; 
   
// 名前付きイベント作成 
PxEmEvt_Init();   //  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・① 
dwEvent = WaitForMultipleObjects ( PXEVENT_NUM, hPxEmEvt, FALSE, INFINITE); ・・② 
 
switch( dwEvent) 
{ 
case WAIT_OBJECT_0:  // 左プログラムキー  ・・・・・・・・・・・③ 


//左プログラムキー押下動作記述 
break; 


 
case WAIT_OBJECT_0+1:  // 右プログラムキー  ・・・・・・・・・・・・③’ 


//右プログラムキー押下動作記述 
break; 


 
case WAIT_ABANDONED_0:  //  ABANDONED 
case WAIT_TIMEOUT:  //  WAIT_TIMEOUT 
case WAIT_FAILED:  //  WAIT_FAILED 
default: 


break; 
} 
 
// 名前付きイベント削除 
PxEmEvt_End();   // ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・④ 
 


} 
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[説明] 


この関数がアプリケーションから呼び出されると以下の処理を行います。 


① の PxEmEvt_Init() で名前付きイベントを作成します。 


② の WaitForMultipleObjects( PXEVENT_NUM, hPxEmEvt, FALSE, dwTime) でイベントを待ちます。 


③, ③’で WaitForMultipleObjectsを抜けた要因を判定します。 


④ の PxEmEvt_End() でイベントを削除します。 


 


①、④の関数および、②のイベント数、イベント配列は以下のヘッダファイルで定義されていますので、


このヘッダファイルをインクルードすることによっても利用できます。 


インクルードファイル名： pxemevt.h 


 


[pxemevt.h の内容] 


/****************************************/ 
/*  イベント定義と初期化、開放関数 */ 
/****************************************/ 
#define PXEMEVT_T1 0 
#define PXEMEVT_T2 1 
#define PXEMENT_NUM PXEMEVT_T2+1 
 
static HANDLE  hPxEmEvt[ PXEMEVT_NUM];  // イベントハンドル 
 
void PxEmEvt_Init( void) 
{ 
int  i; 


 TCHAR szName[ 16]; 
 
 // 名前付きイベントを生成する（自動リセット、初期値非シグナル状態） 
 for ( i=0; i < PXEMEVT_NUM; i++ ) { 
  if( !hPxEmEvt[i]) { 
   wsprintf( szName, TEXT("PxEmEvt%d"), i + 1 ); 
   hPxEmEvt[i] = CreateEvent( NULL, FALSE, FALSE, szName ); 
  } 
 } 
} 
 
void PxEmEvt_End( void) 
{ 
 int i; 
 
 // 名前付きイベントをクローズする 
 for ( i=0; i < PXEMEVT_NUM; i++ ) { 
  if ( hPxEmEvt[ i]) 
   CloseHandle( hPxEmEvt[i]); 
 
  hPxEmEvt[ i] = 0; 
 } 
} 
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§4．エミュレータ版ライブラリ関数リファレンス 
 
4-1. システムライブラリ 
４-1-１.ライブラリ一覧 


NO. 関数名 機能 
01 CLBSetBootableButtons Wakeup要因による電源 ON許可/禁止 
02 CLBGetBootableButtons Wakeup要因による電源許可/禁止の取得 
03 CLBSetOffMaskTime 電源 ON後指定時間 OFFを禁止する 
04 CLBGetOffMaskTime 電源 ON後 OFFを禁止する時間の取得 
05 CLBPowerOff ｶｰﾄﾞのｱｸｾｽ終了を待って電源 OFF 
06 CLBDisablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを禁止する 
07 CLBEnablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを許可する 
08 CLBGetPowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝの Enable/Disableを取得する 
09 CLBAPODisable APOを禁止する 
10 CLBAPOEnable APOを許可する 
11 CLBAPOGet APOの禁止/許可状態を取得する 
12 CLBSoftReset ｿﾌﾄ RESET 
13 CLBSetIndicator LEDの点灯/消灯 
14 CLBGetIndicator LEDの点灯状態取得 
15 CLBCheckCharger IO ﾎﾞｯｸｽとの接続状態を取得する 
16 CLBCardDetectDisable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をﾃﾞｨｾｰﾌﾞﾙしてｶｰﾄﾞ電源切状態にする 
17 CLBCardDetectEnable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をｲﾈｰﾌﾞﾙにしてｶｰﾄﾞ電源入状態にする 
18 CLBCardDetectGet ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子の状態を取得する 
19 CLBSetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止 
20 CLBGetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止の取得 
21 CLBSetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力設定 
22 CLBGetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力の取得 
23 CLBSetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止 
24 CLBGetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止の取得 
25 CLBSetCPUMode CPU周波数制御の設定 
26 CLBGetCPUMode CPU周波数制御の取得 
27 CLBSet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像を１８０度回転させる 
28 CLBGet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像の回転状態の取得 
29 CLBGetDeviceIDCode EEPROMに書き込まれている Device IDの取得 
30 CLBGetUserIDCode EEPROMに書き込まれている User IDの取得 
31 CLBPrepareLED LED点灯準備関数 
32 CLBUpdateLED LED点灯関数 
33 CLBSetWakeOnModules ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn設定切り替え 
34 CLBGetWakeOnModules ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn設定取得 
35 CLBSetUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの設定 
36 CLBGetUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの取得 
37 CLBDeleteUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの削除 
38 CLBGetDefaultKey 既定ｷｰの取得 
39 CLBSetUserDefineKeyState ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの有効/無効の設定、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾊﾞに設定通知 
40 CLBGetUserDefineKeyState ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの有効/無効の取得 
41 CLBSetResetUserDefineKeyState ﾘｾｯﾄ時のﾕｰｻﾞ定義ｷｰ無効の有効/無効の設定 
42 CLBGetResetUserDefineKeyState ﾘｾｯﾄ時のﾕｰｻﾞ定義ｷｰ無効の有効/無効の取得 


 


４-1-2.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 


 


4-1-1 
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CLBSetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効設定を行います。 


本体ＯＦＦ状態でWakeup要因が発生することにより、本体電源を ONするようになっています。 


本ファンクションにより、この電源 ON動作を制御することができます。 


 


書式 BOOL CLBSetBootableButtons( DWORD dwBootableButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwBootableButtons 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_IOBOX  IOBOX載せによる電源 ON有効（デフォルト） 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ON無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効状態を読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetBootableButtons( DWORD *pdwBootableButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD *pdwBootableButtons 


  指定された領域に、設定状態が返ります。 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_IOBOX  IOBOX載せによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ONは無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBSetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、指定された時間電源 OFFを禁止するための設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetOffMaskTime( DWORD dwKey , DWORD dwCard ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwKey 電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 DWORD dwCard 常に ”0” を指定して下さい 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、電源 OFFを禁止する時間を取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetOffMaskTime( DWORD *pdwKey , DWORD *pdwCard ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD *pdwKey  電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 DWORD *pdwCard ”0” を返します 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBPowerOff 
 


機能 本体電源を OFF します。 


 


書式 VOID CLBPowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBDisablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを禁止します。 


 本設定は、電源 ON時に解除されますので、必要に応じて電源 ON後設定してください。 


 緊急電源 OFFは、本設定をした後でもすぐに OFF します。 


 


書式 BOOL CLBDisablePowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBEnablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを許可します。 


 


書式 BOOL CLBEnablePowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetPowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFの許可／禁止状態を取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetPowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE  電源 OFF禁止 


 FALSE 電源 OFF許可 デフォルト値 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBAPODisable 
 


機能 オートパワーオフ（APO）を無効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定に関わらず APO しなくなります。 


 


書式 BOOL CLBAPODisable() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBAPOEnable 
 


機能 オートパワーオフ(APO)を有効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定通りに APOするようになります。 


 


書式 BOOL CLBAPOEnable() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 
備考 本関数を実行しても、他のプロセスやスレッドが “CLBAPODisable”関数を実行している時は、APOは 


有効になりません。APOを有効にする為には、“CLBAPODisable”関数を実行した回数分、本関数を 


実行する必要があります。 
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CLBAPOGet 
 


機能 オートパワーオフ(APO)の有効／無効状態を取得します。 


 


書式 BOOL CLBAPOGet() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE APO無効 


FALSE APO有効 デフォルト値 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBSoftReset 
 


機能 システムをリセットします。 


 


書式 void CLBSoftReset() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


注意 本ファンクションを実行すると、ただちにシステムがリセットされるため、書き込み中のファイルやデータ


が失われる可能性があります。オープン中のファイルやデバイスは全てクローズしてから実行してくだ


さい。 
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CLBSetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetIndicator( DWORD dwLedMode, DWORD dwTime, 


DWORD dwOnTime, DWORD dwOffTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。(デフォルト値) 


CLB_LED_GREEN LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤を点灯します。 


  CLB_LED_ORANGE LEDのオレンジを点灯します。 


 DWORD dwTime   LED連続点灯時間。(1/16秒単位) 


値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


 DWORD dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 DWORD dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


使用例 LED橙を素早く 1回点滅する場合の設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN | CLB_LED_RED, 4, 1, 3); 


 LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 


 LED赤を２秒点灯する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 


 LED赤を連続点灯する場合の設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBGetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯状態を取得します。 


 


書式 DWORD CLBGetIndicator() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_LED_OFF  LEDは消灯状態です。(デフォルト値) 


CLB_LED_GREEN LEDは緑を点灯しています。 


 CLB_LED_RED  LEDは赤を点灯しています。 


 CLB_LED_ORANGE LEDはオレンジを点灯しています。 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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 CLBCheckCharger 
 


機能 本体と IOボックスとの接続状態を取得します。また、接続状態を監視する時間の設定も同時に行い 


ます。 


 


書式 int CLBCheckCharger( DWORD time_out ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD time_out 接続状態監視時間 


   0：接続状態を取得するのみ。 


   1～3600000：接続状態監視時間(msec) 


   INFINITE：監視時間無限大（タイムアウト無し） 


 


戻り値 0 接続検出 


 1 タイムアウト発生 


 -1 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBCardDetectDisable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をディセーブルしてカード電源を切状態にします。 


 


書式 BOOL CLBCardDetectDisable( DWORD socket ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBCardDetectEnable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をイネーブルしてカード電源を入状態にします。 


 


書式 BOOL CLBCardDetectEnable( DWORD socket ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBCardDetectGet 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子の状態を取得します。 


 


書式 BOOL CLBCardDetectGet( DWORD socket ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


 


戻り値 TRUE カードデテクト端子ｲﾈｰﾌﾞﾙ状態 


 FALSE カードデテクト端子ディセｰﾌﾞﾙ状態 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBSetFnButtons 
 


機能 Fn ｷｰ動作の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetFnButtons( BOOL bFnButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ BOOL bFnButtons 


  TRUE Fnキー有効 (デフォルト) 


  FALSE Fnキー無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetFnButtons 
 


機能 Fn ｷｰ動作の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetFnButtons() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE Fnキー有効 


 FALSE Fnキー無効 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBSetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetInputChangeButtons( DWORD dwInputChangeButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwInputChangeButtons 


  CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 切替可能 


  CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 
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  CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定  切替不可 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


 


 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


CLBGetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力状態を読み出します。 


 


書式 DWORD CLBGetInputChangeButtons() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 


 CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBSetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止設定を行います。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetKeyLock( BOOL bKeyLock ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ BOOL bKeyLock 


  TRUE ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


  FALSE 非ロック状態(デフォルト) 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBGetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止状態を読み出します。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetKeyLock() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


 FALSE 非ロック状態 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBSetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御の設定を行います。 


 


書式 BOOL CLBSetCPUMode( DWORD dwMode) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwMode  CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU周波数:200MHz 


  CLB_CPUMODE_HIGH  CPU周波数:400MHz 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBGetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御を読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetCPUMode(DWORD *pdwMode) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD *pdwMode CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU周波数:200MHz 


  CLB_CPUMODE_HIGH  CPU周波数:400MHz 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBSet180Rotate 
 


機能 表示画像を１８０度回転させます。 


 


書式 BOOL CLBSet１８０Ｒｏｔａｔｅ( BOOL bRotate) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ BOOL bRotate 


  TRUE 180度回転（反転） 


  FALSE ０度回転（通常） 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBGet180Rotate 
 


機能 表示画像の回転状態を読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGet１８０Ｒｏｔａｔｅ( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 180度回転（反転） 


 FALSE ０度回転（通常） 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBGetDeviceIDCode 
 


機能 EEPROMに書き込まれている DeviceIDを読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetDeviceIDCode (TCHAR *pdwDevID) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ TCHAR *pdwDevID[32] 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBGetUserIDCode 
 


機能 EEPROMに書き込まれている UserIDを読み出します。 


 


書式 BOOL CLBGetUserIDCode (WORD *pdwUserID) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WORD *pdwUserID 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 
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CLBPrepareLED 
 


機能 LEDの点灯準備を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBUpDateLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 BOOL CLBPrepareLED( DWORD dwLedMode, DWORD dwTime, 


DWORD dwOnTime, DWORD dwOffTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwLedMode 


CLB_LED_GREEN LEDの緑の点灯準備をします。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤の点灯準備をします。 


 DWORD dwTime   LED連続点灯時間。(1/16秒単位)  


値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


 DWORD dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 DWORD dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


使用例 LED橙を素早く 1回点滅する場合の点灯準備設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_GREEN | CLB_LED_RED, 4, 1, 3); 


 LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の点灯準備設定 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 


 LED赤を２秒点灯する場合の点灯準備設定 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 


 LED赤を連続点灯する場合の点灯準備設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 


 


注意事項 


LED点灯中に CLBPrepareLED関数を設定しますと、LEDの設定が変更されてしまいますので、 


CLBPrepareLED関数が実行された場合は強制的に LEDは OFF します。 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBUpdateLED 
 


機能 現在の LED設定値でＬＥＤの点灯を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBPrepareLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 DWORD CLBUpdateLED( DWORD dwLedMode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。 


CLB_LED_GREEN 現在の LED設定値で LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  現在の LED設定値で LEDの赤を点灯します。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


使用方法 LEDを点灯させる前に CLBPrepareLED関数を実行し、LED点灯準備設定を行います。 


その後 CLBUpdateＬＥＤ関数を実行し LEDを CLBPrepareLED関数にて設定した条件で 


点灯させます。 


(CLBUpdata関数を実行した場合、CLBPrepareLED関数が実行されてから 130ms以上 


経過していない場合は実行されてから 130ms待ってから LED点灯処理を行います。) 


 


注意事項 CLBPrepareLED関数を行わないで CLBUpdateＬＥＤ関数を実行した場合は、現在の設定値に 


基づいてＬＥＤを点灯させる為、予期せぬＬＥＤ点灯になりますのでご注意下さい。 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。
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CLBSetWakeOnModules 
 


機能 ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効／無効設定を行います。 


DT-9700の一部のﾓｼﾞｭｰﾙにはWakeOnが備わっています。本ファンクションにより、このWakeOn


機能の有効/無効を制御することができます。 


 


書式 BOOL CLBSetWakeOnModules ( DWORD dwWakeOnModules) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DWORD dwWakeOnModules 


  CLB_WAKEON_SERIAL14PIN シリアル 14ピンのWakeOn機能有効化 


  CLB_WAKEON_BLUETOOTH Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効化 


   


上記パラメータの論理積を引数として設定すると、複数ﾓｼﾞｭｰﾙの WakeOn 機能を設定 


  することができます。引数にパラメータを設定しないで本ファンクションを使用すると、そのﾓｼﾞｭｰﾙの 


  WakeOn機能は無効化します。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBGetWakeOnModules 
 


機能 ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能有効／無効設定状態を取得します。 


DT-9700の一部のﾓｼﾞｭｰﾙにはWakeOnが備わっています。本ファンクションにより、このWakeOn


機能の有効/無効設定状態を取得することができます。 


 


書式 BOOL CLBGetWakeOnModules( DWORD *pdwWakeOnModules ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ *pdwWakeOnModules 


  指定された領域に、設定状態が返ります。 


CLB_WAKEON_SERIAL14PIN シリアル 14ピンのWakeOn機能が有効 


  CLB_WAKEON_BLUETOOTH Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙのWakeOn機能が有効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBSetUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを設定します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを設定します。 


 


書式 BOOL CLBSetUserDefineKey( int KeyId, DWORD UserDefineKeyBuf[16] ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ int KeyId 


  CLB_KEY_ID_000 000キー 


  CLB_KEY_ID_00  00キー（英語 OS用）（000キーと同じ値） 


  CLB_KEY_ID_0  0キー 


  CLB_KEY_ID_1  1キー 


  CLB_KEY_ID_2  2キー 


  CLB_KEY_ID_3  3キー 


  CLB_KEY_ID_4  4キー 


  CLB_KEY_ID_5  5キー 


  CLB_KEY_ID_6  6キー 


  CLB_KEY_ID_7  7キー 


  CLB_KEY_ID_8  8キー 


  CLB_KEY_ID_9  9キー 


  CLB_KEY_ID_PERIOD ピリオド（・）キー 


  CLB_KEY_ID_HYPHEN ハイフン（－）キー 


  CLB_KEY_ID_C  取消キー 


  CLB_KEY_ID_BS  後退キー 


  CLB_KEY_ID_ENT 入力キー 


  CLB_KEY_ID_LEFT 左（＜）キー 


  CLB_KEY_ID_RIGHT 右（＞）キー 


  CLB_KEY_ID_LTR 左プログラムキー 


  CLB_KEY_ID_RTR 右プログラムキー 


 DWORD UserDefineKeyBuf[16] 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては下記の備考を参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。
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備考 


［仮想キーコード＋オプションフラグ］ 


VF_PAGE と VF_NO_FIX_PAGEの組み合わせを除き、次の値の任意の組み合わせを指定します。 
VF_NO_KEY_UP 


未指定 指定 
定義名 
説明 


キーダウン時 キーアップ時 キーダウン時 キーアップ時 
指定なし 
仮想キーコードのみ指定。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない   


VF_PAGE 
めくりキー動作を指定します。 
最初のキーに指定します。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


VF_NO_FIX_PAGE 
めくりキーを確定しません。 
最初のキーに指定します。 
VF_PAGE と同時に指定した場合は


VF_NO_FIX_PAGEは無視されます。 
通常はプログラムキーのような文字を出


力しない特殊なキーに指定します。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


VF_KANA 
VK_KANAを送ります。 
かな文字を出力する場合に指定します。 


VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 


何もしない VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_KANAをダウン 
VK_KANAをアップ 


VF_SHIFT 
VK_SHIFT と仮想キーコードを組み合
わせます。 
（SHIFTキー同時押し） 


VK_SHIFTをダウン 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_SHIFTをアップ 


何もしない VK_SHIFTをダウン 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_SHIFTをアップ 


VF_CONTROL 
VK_CONTROL と仮想キーコードを組
み合わせます。 
（CTRLキー同時押し） 


VK_CONTROLをダウン 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_CONTROLをアップ 


何もしない VK_CONTROLをダウン 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_CONTROLをアップ 


VF_MENU 
VK_MENU と仮想キーコードを組み合
わせます。 
（ALTキー同時押し） 


VK_MENUをダウン 
仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 
VK_MENUをアップ 


何もしない VK_MENUをダウン 
仮想キーコードをダウン 


仮想キーコードをアップ 
VK_MENUをアップ 


VF_NO_KEY_UP 
キーダウン時に仮想キーコードをアップ


しません。キーアップ時に仮想キーコー


ドをアップします。 
通常はキーをリピートする場合に指定し


ます。 


  仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


VF_NOP 
無効キーコード（0x00）を送ります。 
通常は VF_NO_KEY_UP と組み合わ
せ仮想キーコードをリピートさせたくない


が、キーアップ時に仮想キーコードをア


ップしたい場合に指定します。 
プログラムキーのようなアプリケーション


で GetAsyncKeyState 関数を使用しキ
ーダウン、キーアップを監視する場合に


指定します。 


仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 


仮想キーコードをアップ 


VF_NOP_CLICK 
キークリック音を鳴らす無効キーコード


（0x00）を送ります。 
通常は使用しません。 


仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 
無効キーコードをダウン 
無効キーコードをアップ 


仮想キーコードをアップ 


KEYBD_DEVICE_SILENT 
最初のキークリック音、およびリピート時


のキークリック音を鳴らしません。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 


KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT 
リピート時のキークリック音を鳴らしませ


ん。 
通常は VF_NO_KEY_UP と組み合わ
せます。 


仮想キーコードをダウン 
仮想キーコードをアップ 


何もしない 仮想キーコードをダウン 仮想キーコードをアップ 
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既定キーの仮想キーコード＋オプションフラグは次の値が指定されています。 
KeyId UserDefineKeyBuf[16] 
CLB_KEY_ID_000 
（000キー） 


VK_0, VK_0 | KEYBD_DEVICE_SILENT, VK_0 | KEYBD_DEVICE_SILENT, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 
0 


CLB_KEY_ID_00 
（英語 OSの 00キー） 


VK_0, VK_0 | KEYBD_DEVICE_SILENT, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_0 
（0キー） 


VK_0 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_1 
（1キー） 


VK_1 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_2 
（2キー） 


VK_2 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_3 
（3キー） 


VK_3 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_4 
（4キー） 


VK_4 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_5 
（5キー） 


VK_5 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_6 
（6キー） 


VK_6 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_7 
（7キー） 


VK_7 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_8 
（8キー） 


VK_8 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_9 
（9キー） 


VK_9 | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_PERIOD 
（ピリオド（・）キー） 


VK_PERIOD, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_HYPHEN 
（ハイフン（－）キー） 


VK_HYPHEN, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_C 
（取消キー） 


VK_ESCAPE, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_BS 
（後退キー） 


VK_BACK, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_ENT 
（入力キー） 


VK_RETURN, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_LEFT 
（左（＜）キー） 


VK_LEFT | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_RIGHT 
（右（＞）キー） 


VK_RIGHT | KEYBD_DEVICE_SILENT_REPEAT | VF_NO_KEY_UP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_LTR 
（左プログラムキー） 


VF_NO_FIX_PAGE | VK_F24 | KEYBD_DEVICE_SILENT | VF_NO_KEY_UP | VF_NOP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 
0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


CLB_KEY_ID_RTR 
（右プログラムキー） 


VF_NO_FIX_PAGE | VK_F21 | KEYBD_DEVICE_SILENT | VF_NO_KEY_UP | VF_NOP, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 
0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 


 


［VF_PAGEについて］ 


VF_PAGE | VK_0, VK_1, VK_2, VK_3, VF_KANA | WCH_A, VF_KANA | WCH_I, VF_KANA | WCH_U, VF_KANA | WCH_E, VK_A, 


VK_B, VK_C, VK_D, VK_SHIFT | VK_A, VK_SHIFT | VK_B, VK_SHIFT | VK_C, VK_SHIFT | VK_D 


UserDefineKeyBuf[16]に VF_PAGE を指定し上のようにした場合、めくりキー動作となり、キーを押すごとに


「0→1→2→3→4→ｱ→ｲ→ｳ→ｴ→a→b→c→d→A→B→C→D→繰り返し」と順に出力します。 


最初のキー（VF_PAGE | VK_0 ）の VF_PAGE を削除し、２番目のキー（VK_1 ）以降すべてに


KEYBD_DEVICE_SILENT を組み合わせれば、キークリック音を一度鳴らし、「01234 ｱｲｳｴ abcdABCD」を


一度に出力します。 


 


注意事項 


一通り設定した後、CLBSetUserDefineKeyState( TRUE )を呼ぶことでキーボードドライバに通知し、ユーザ


定義キーを有効にすることができます。 


ユーザ定義キーが有効状態であっても、設定後にリセットするか、CLBSetUserDefineKeyState( TRUE )を


呼ばない限り、有効とはなりません。 
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CLBGetUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを取得します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetUserDefineKey( int KeyId, DWORD UserDefineKeyBuf[16] ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 入力： int KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 出力： DWORD UserDefineKeyBuf[16] 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては CLBSetUserDefineKey関数を 


  参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーまたはユーザ定義キーは未定義 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBDeleteUserDefineKey 
 


機能 ユーザ定義キーを削除します。 


 数値入力モード時に発行する任意のユーザ定義キーを削除します。 


 削除した場合は既定のキーが使用されます。 


 


書式 BOOL CLBDeleteUserDefineKey( int KeyId ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ int KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBGetDefaultKey 
 


機能 既定キーを取得します。 


 数値入力モード時に発行する既定のキーを取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetDefaultKey( int KeyId, DWORD DefaultKeyBuf[16] ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 入力： int KeyId 


  キーIDについては CLBSetUserDefineKey関数を参照してください。 


 出力： DWORD DefaultKeyBuf[16] 


  仮想キーコード＋オプションフラグについては CLBSetUserDefineKey関数を 


  参照してください。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。
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CLBSetUserDefineKeyState 
 


機能 ユーザ定義キーの有効／無効を設定し、キーボードドライバに状態を通知します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：有効にする」 


 の状態を設定します。 


 


書式 BOOL CLBSetUserDefineKeyState( BOOL State ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ BOOL State 


  TRUE 有効にする 


  FALSE 無効にする 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBGetUserDefineKeyState 
 


機能 ユーザ定義キーの有効／無効を取得します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：有効にする」 


 の状態を取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetUserDefineKeyState() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 有効 


 FALSE 無効 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBSetResetUserDefineKeyState 
 


機能 リセット時のユーザ定義キー無効の有効／無効を設定します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：リセット時に無効にする」 


 の状態を設定します。 


 


書式 BOOL CLBSetResetUserDefineKeyState( BOOL State ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ BOOL State 


  TRUE 有効にする 


  FALSE 無効にする 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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CLBGetResetUserDefineKeyState 
 


機能 リセット時のユーザ定義キー無効の有効／無効を取得します。 


 ［コントロールパネル］－［キーボード］－［その他］タブの「ユーザ定義キー：リセット時に無効にする」 


 の状態を取得します。 


 


書式 BOOL CLBGetResetUserDefineKeyState() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 有効 


 FALSE 無効 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include <Clbsys.h> 


 


※注意 エミュレータ機能として実機動作とは異なります。 
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4-2. プリンタライブラリ 
4-2-1.ライブラリ一覧 
 


関数名 概要 備考 
PRNOpen プリンタを使用するための初期化を行い、プリンタの電源


を入れます。 
 


PRNClose プリンタを開放し、プリンタの電源を切ります。  
PRNInitializePrinter プリンタの設定を初期化します。  


PRNPrintScreen フルスクリーン画面を印刷します。  


PRNPrintWindow クライアントウィンドウを印刷します。  


PRNTextOut テキストデータを印刷します。 
(ESCコマンドの送信する事も可能です) 


 


PRNImageOut ビットイメージを印刷します。  


PRNBarcodeOut 指定されたバーコードを印刷します。  


PRNBMPOut 指定された Bitmapを印刷します。ただし、白黒 2色の
Bitmapのみ印刷可能です。 


 


PRNCheckMarker マーカ位置まで紙送りします。  


PRNGetStatus 現在のプリンタの状態を取得します。  


PRNGetLastError 最後に印刷した時のプリンタのエラー状態を取得します。  


PRNSetPaperWidth 使用する用紙の用紙幅を指定します。  


PRNGetPaperWidth 用紙幅の設定状態を取得します。  


PRNSetPrinterProperty プリンタの各種設定を行います。  


PRNGetPrinterProperty プリンタの各種設定状態を取得します。  


 
 
 
4-2-2.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 







PRNOpen 
 
機能 プリンタの電源を投入し、プリンタを使用可能にします。 


 
書式 DWORD PRNOpen(void) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 
PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_ALREADY_OPEN アプリケーションの二重オープンか、正常にプリンタをオープンできません。 
PRN_DRIVER_NOTEXIST 他のアプリケーションで既に使用されているか、プリンタドライバが非常駐


状態のためプリンタが使用できません。 
  


 
注意 
※ プリンタライブラリを使用する場合は、はじめに必ずこの関数を使用してプリンタの電源投入を行って


ください。 
※ フィードキーによるフィード中は、アプリケーションからのプリンタ制御はできません。また、アプリ


ケーションがプリンタ制御している間は、フィードキーによるフィードはできません。 
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PRNClose 
 
機能 プリンタを開放し、プリンタの電源を切ります。 


 
書式 DWORD PRNClose(void) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 


 
注意 
※ 印刷中に本関数が使用されると既に送信されている印刷データの印刷終了後に終了しますが、エラーが


発生した場合は印刷を中止します。本関数を実行する前は、必ず ESCコマンドの「未印字吐き出し」を
実行してください。 
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PRNInitializePrinter 
 
機能 レジストリに保存されないプリンタの設定を初期化します。 


 
書式 DWORD PRNInitializePrinter(void) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
  


 
注意 


正常終了しなかった場合は、初期化されません。 
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PRNPrintScreen 
 
機能 フルスクリーン画面を印刷します。 


 
書式 DWORD PRNPrintScreen(void) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
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PRNPrintWindow 
 
機能 指定されたウィンドウを印刷します。 


 
書式 DWORD PRNPrintWindow(HWND hWindow) 


 
パラメータ 
ｈWindow 印刷するウィンドウのハンドルを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 


 
注意  指定されたウィンドウのうち、画面に表示されている部分のみ印刷することが可能です。 
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PRNTextOut 
 
機能 テキストデータを印刷します。また、ESCコマンドを送信する場合も本関数を使用します。 


 
書式 DWORD PRNTextOut(DWORD dwLength, TCHAR *szTextData) 


 
パラメータ 


dwLength テキストデータのデータ長を指定します。(0～65535) 
0を指定すると、szTextDataの先頭から 0x0000までを印刷(送信)します。 


szTextData テキストデータ(ESCコマンドも含む)が格納されているアドレスを指定します。 
 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 


 
注意 


※ PRNTextOutで入力する文字コードに関しては、「プログラミング上の注意点」を参照して下さい。 
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PRNImageOut 
 
機能 ビットイメージデータを印刷します。 


 
書式 DWORD PRNImageOut(DWORD dwWidth, DWORD dwHeight, DWORD dwFeedLength,  


BYTE *pbyImageData) 


 
パラメータ 


dwWidth ビットイメージデータの横方向バイト数を指定します。 
(58mm用紙：1～48 80mm用紙：1～72) 


dwHeight ビットイメージデータの縦方向ドットライン数を指定します。(1～65535) 
dwFeedLength ラインフィードする長さを指定します。(0～96) 
pbyImageData イメージデータが格納されているアドレスを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 


 


 イメージデータ例 
 


bb7 


nバイト 


 


 


 


 


 


 


0 


n+1バイト 


b7 b
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PRNBarcodeOut 
 
機能 指定されたバーコードを印刷します。 


 
書式 DWORD PRNBarcodeOut(DWORD dwCode, DWORD dwHeight, DWORD dwCheckDigit, 


DWORD dwFont, DWORD dwLeftMargin, DWORD dwDirection,  
DWORD dwLength, TCHAR *szBarcodeData ) 


パラメータ 
dwCode 印刷するバーコードの種類を指定します。 


0：JAN 
1：NW7 
2：CODE39 
3：ITF 
4：UPC-E 
5：CODE128 


dwHeight 印刷するバーコードの高さを指定します。(1～63mm) 
dwCheckDigit チェックデジットの有無を指定します。 


0：チェックデジット無し 
1：チェックデジット有り 


dwFont バーコードの下に印刷するデータの有無や文字の種類を指定します。 
0：付加文字無し 
1：標準文字（ANK 8 X 16ドット） 
2：縮小文字（ANK 6 X ７ドット） 
3：OCR-BⅠ 


dwLeftMargin バーコードの左側に空けるスペースをミリ単位で指定します。 
(0～69mm。センタリングする場合は 0xFFFFFFFFを指定) 


dwDirection バーコードを印刷する方向を指定します。 
0：縦方向 
1：横方向 


dwLength バーコードのデータ長を指定します。 
szBarcodeData バーコードデータ(Unicode)が格納されているアドレスを指定します。 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 


  
注意 


※ バーコード印刷は、バーコードの読み取りに影響のない印刷をするために必ず印字速度をグラフィック


モードに設定して下さい。 
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PRNBMPOut 
 
機能 指定された Bitmapを印刷します。 


 
書式 DWORD PRNBMPOut(TCHAR *szFilename) 


 
パラメータ 


szFilename 印刷するビットマップファイルのフルパス名が格納されているアドレスを指定します。 
 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_FILE_NOTEXIST 指定されたファイルがありません。 
PRN_FILEOPEN_ERROR 指定されたファイルが開けません。 


 
注意 


※ 白黒 2色の Bitmapのみ印刷可能です。 
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PRNCheckMarker 
 
機能 マーカ位置まで紙送りします。 


 
書式 DWORD PRNCheckMarker(void) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
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PRNGetStatus 
 
機能  現在のプリンタのエラー状態を取得します。 


また、本関数を実行すると PRNGetLastErrorで取得するエラーへ反映されます。 
 
書式 DWORD PRNGetStatus(void) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
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PRNGetLastError 
 
機能  最後に実行した関数の実行状態を取得します。 


 
 
書式 DWORD PRNGetLastError(void) 


 
パラメータ 


なし 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
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PRNSetPaperWidth 
 
機能  使用する用紙の用紙幅を指定します。 
 
書式 DWORD PRNSetPaperWidth(DWORD dwWidth) 


 
パラメータ 


dwWidth 印刷に使用する用紙の幅を指定します。 
0：80mm 
1：58mm 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
PRN_NOTCHANGE 80mm幅へ変更できません。 


 
注意 


※ 58mm 用紙で印刷後、80mm 用紙に変更して印刷すると印刷がかすれる可能性があります。このため、


用紙幅 58mmを設定し印刷した後は、80ｍｍへ変更することはできません。 


※ 用紙幅を変更した場合、本関数の呼び出し前に送信され、まだ印字されていないデータは消去されます。


また、左右マージンの設定は 0 にリセットされます。本関数を実行する前には、未印字吐出しコマンド


を実行して印刷データを全て印刷して下さい。 


※ 正常終了しなかった場合は、用紙幅の設定が反映されません。 
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PRNGetPaperWidth 
 
機能  現在設定されている用紙幅を取得します。 
 
書式 DWORD PRNGetPaperWidth(DWORD *dwWidth) 


 
パラメータ 


現在の用紙幅設定を格納するエリアへのポインタ *dwWidth 


取得結果 0：80mm 
1：58mm 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
  


 
注意 


正常終了しなかった場合は、用紙幅は取得できません。 
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PRNSetPrinterProperty 
 
機能  プリンタの各種設定を変更します。 
 
書式    DWORD PRNSetPrinterProperty(DWORD dwPaperType,DWORD dwDepth,DWORD dwSpeed, 


DWORD dwAutoloading, DWORD dwAutolodingLength, 
DWORD dwPreheat, DWORD dwPrintContinuation) 


 
パラメータ 


用紙の種類を設定します dwPaperType 
 0：F200U9W5 


1：HS360 
2：AFP-235 
3：HG56S 
4：TLC00 
5：Reserve 


印字濃度を設定します dwDepth 
 1≦dwDepth≦9 
印字速度を設定します dwSpeed 
 0：高速印字 


1：低速印字(高品質) 
2：グラフィック 


オートローディングの有効無効を設定します dwAutoloading 
 0：無効 


1：有効 
オートローディング指定量を設定します。 dwAutolodingLength 
 0Ah≦dwAutolodingLength≦60h 
プリヒートの有効無効を設定します dwPreheat 
 0：無効 


1：有効 
エラー時継続印字の有効無効を設定します dwPrintContinuation 
 0：無効 


1：有効 
 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
PRN_PARAMETER_ERROR パラメータエラー 
  


 
注意 


正常終了しなかった場合は、各種の設定が反映されません。 
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PRNGetPrinterProperty 
 
機能  プリンタの各種設定状態を取得します。 
 
書式 DWORD PRNSetPrinterProperty(DWORD *dwPaperType,DWORD *dwDepth,DWORD *dwSpeed, 


DWORD *dwAutoloading, DWORD *dwAutolodingLength, 
DWORD *dwPreheat, DWORD *dwPrintContinuation) 


 
パラメータ 


現在の用紙種類設定を格納するエリアへのポインタ *dwPaperType 
 0：F200U9W5 


1：HS360 
2：AFP-235 
3：HG56S 
4：TLC00 
5：Reserve 


現在の印字濃度設定を格納するエリアへのポインタ *dwDepth 
 1≦dwDepth≦9 
現在の印字速度設定を格納するエリアへのポインタ *dwSpeed 
 0：高速印字 


1：低速印字(高品質) 
2：グラフィック 


現在のオートローディング設定を格納するエリアへのポインタ *dwAutoloading 
 0：無効 


1：有効 
オートローディング指定量を格納するエリアへのポインタ *dwAutolodingLength 
 0Ah≦dwAutolodingLength≦60h 
現在のプリヒート設定を格納するエリアへのポインタ *dwPreheat 
 0：無効 


1：有効 
現在のエラー時継続印字設定を格納するエリアへのポインタ *dwPrintContinuation 
 0：無効 


1：有効 
 


 
戻り値 


PRN_NORMAL 正常終了 
PRN_NOTOPEN プリンタがオープンされていません。 
  


 
注意 


正常終了しなかった場合は、各種の設定値は取得できません。 
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4-3. Bluetooth ライブラリ 
 Bluetooth接続を行うためのライブラリ関数と、仮想 COMポートで使用可能なシリアル関数(Windows API)


の一覧を以下に示します。 


 


４-3-1.ライブラリ関数一覧 
 


NO. Function Description 
Connection Functions 
01 BTLib_Initialize Bluetoothプロトコルスタックを初期化します。 


02 BTLib_Deinitialize Bluetoothプロトコルスタックのリソースを解放します。 


03 BTLib_GetLocalInfo DT-9700本体のBluetoothデバイス情報を取得します。 


04 BTLib_SetLocalInfo DT-9700本体のBluetoothデバイス情報を設定します。 


05 BTLib_Inquiry Bluetooth機器のInquiry（問い合わせ）を実行します。 
06 BTLib_GetDeviceInfo 接続するBluetooth機器の情報を取得します。 


07 BTLib_GetServiceInfo 接続するBluetooth機器のサービス情報を取得します。 


08 BTLib_SelectDevice 接続するBluetooth機器を指定します。 


09 BTLib_SetPassKey DT-9700本体のPassKeyを設定します。 


10 BTLib_TrustDevice 指定したBluetooth機器に対してデバイスの信頼を行います。 


11 BTLib_GetWakeOnStatus DT-9700本体のBluetooth WakeOn設定を取得します。 


12 BTLib_SetWakeOnStatus DT-9700本体のBluetooth WakeOn機能を設定します。 


Registry Access Functions 
13 BTLib_RegisterLocalInfo DT-9700本体のBluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 
14 BTLib_RegisterDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


15 BTLib_SearchDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


16 BTLib_DeleteDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


17 BTLib_GetDefaultDeviceInfo デフォルトで通信するBluetooth機器の情報を取得します。 


18 BTLib_SetDefaultDevice デフォルトで通信するBluetooth機器を設定します。 
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４-3-2.仮想シリアル通信 API 
以下の関数については、MS社MSDN ライブラリを参照願います。 


NO. 関数名 機能 
Serial Communication Functions (Windows API) 


1 CreateFile 仮想COMポートをオープンします。 


2 CloseHandle 仮想COMポートをクローズします。 


3 GetCommState 仮想COMポートの状態を取得します。 


4 SetCommState 仮想COMポートの状態を設定します。 


5 GetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを取得します。 


6 SetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを設定します。 


7 WriteFile 仮想COMポートにデータを送信します。 


8 ReadFile 仮想COMポートからデータを受信します。 


9 SetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を取得します。 


10 GetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を設定します。 


11 WaitCommEvent 仮想COMポートをイベント待ち状態にします。 


12 EscapeCommFunction 仮想COMポートの拡張機能を実行します。 


13 ClearCommBreak 仮想COMポートのブレーク状態から復帰します。 


14 ClearCommError 仮想COMポートのエラー状態を取得し、エラー状態から復帰します。 


15 GetCommProperties 仮想COMポートのプロパティを取得します。 


16 GetCommModemStatus 仮想COMポートのモデム制御レジスタの値を取得します。 


 
 
４-3-3.関数リファレンス 
次のﾍﾟｰｼﾞより各関数リファレンスを示します。 
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BTLib_Initialize 
 


機能 DT-9700本体の Bluetoothデバイスの使用を開始します。Bluetooth仮想 COMポートも初期化さ


れます。 


他の Bluetooth機器との接続および通信を行う前に、最初にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 LONG BTLib_Initialize ( 


void 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  初期化に失敗 


  


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


エミュレーター 


① ローカルデバイス情報を初期化します。 


<初期化値> 


 BTST_LOCALINFO.LocalName  = “” 


 BTST_LOCALINFO.LocalAddress  = "00:60:57:13:4B:8D" 


 BTST_LOCALINFO. LocalDeviceMode = 1 


 BTST_LOCALINFO. LocalMajorClass = 0x00000001 


BTST_LOCALINFO. LocalMinorClass = 0x00000004 


BTST_LOCALINFO. LocalServiceClass = 0x00000080 


 BTST_LOCALINFO. Authentication  = 0 


 BTST_LOCALINFO.Encryption  = 0 


② オープンフラグをセットします。 
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BTLib_DeInitialize 
 


機能 DT-9700本体の Bluetoothデバイスの使用を終了します。Bluetooth仮想 COMポートも使用でき


なくなります。 


他の Bluetooth機器との通信終了後、最後にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 LONG BTLib_DeInitialize ( 


void 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  リソース解放に失敗 


 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 本関数を実行しないでユーザアプリケーションを終了した場合、次回 BTLib_Initialize 関数を実行


したときにエラーが発生して、DT-9700 本体の Bluetooth デバイスが使用できなくなる可能性があり


ます。 


 


エミュレーター 


① ローカルデバイス情報を初期化します。 


② パスキー格納エリアをクリアします。 
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BTLib_GetLocalInfo 
 


機能 DT-9700 本体の Bluetooth デバイス情報を取得します。本関数では、BTST_LOCALINFO 構造


体の全てのメンバが取得されます。 


 


 


書式 LONG BTLib_GetLocalInfo ( 


  BTST_LOCALINFO *LocalInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo [out] DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 


  


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


エミュレーター 


① BTLib_Initialize（）が実行されていない場合は BTERR_FAILED を返します。 


② 内部に持っている BTST_LOCALINFO 構造体の内容を返します。 
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BTLib_SetLocalInfo 
 


機能 DT-9700 本体の Bluetooth デバイス情報を設定します。本関数を実行する前に、


BTLib_GetLocalInfo関数を実行して、現在の Bluetoothデバイス情報を取得してください。 


本関数では、BTST_LOCALINFO 構造体のメンバのうち、Bluetooth アドレスを除く全てのデバイ


ス情報が設定されます。 


 


書式 LONG BTLib_SetLocalInfo ( 


BTST_LOCALINFO *LocalInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo [in] 設定する DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


  


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 Bluetoothデバイス情報のうち、Bluetooth機器アドレスは変更しないでください。Bluetooth機器ア


ドレスを変更して本関数を実行すると、エラーとなります。 


暗号設定フラグは、Bluetooth 認証フラグが有効の場合のみ、設定が可能です。Bluetooth 認証フ


ラグが無効の場合は、暗号設定フラグを無効に設定してください。 


 


エミュレーター 


① BTLib_Initialize（）が実行されていない場合は BTERR_FAILED を返します。 


② 内部に持っている BTST_LOCALINFO 構造体の内容を設定します。 


③ Bluetooth機器アドレスを変更して本関数を実行するとエラーとなります。 


④ 暗号設定フラグは、セキュリティモード 3フラグが有効の場合のみ、設定が可能です。 


 


 


4-3-6 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


BTLib_Inquiry 
 


機能 Bluetooth機器の Inquiry（問い合わせ）を実行します。 


 


書式 LONG BTLib_Inquiry ( 


DWORD *DeviceNumber,  


 DWORD InquiryTime 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceNumber [out] Inquiryで発見された Bluetooth機器の数を格納する変数 


 InquiryTime [in] Inquiryを実行する時間（単位はミリ秒） 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の Inquiry失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 本関数を実行した後、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器のデバイス情報を


取得してください。 


 


エミュレーター 


① BTLib_Initialize（）が実行されていない場合は BTERR_FAILED を返します。 


② 3つのデバイスハンドルを返します。 


(ア) DeviceHandle[ 0] = (void *)0x00000008; 


(イ) DeviceHandle[ 1] = (void *)0x00000007; 


(ウ) DeviceHandle[ 2] = (void *)0x00000006; 
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BTLib_GetDeviceInfo 
 


機能 BTLib_Inquiry 関数で発見された Bluetooth 機器のデバイス情報を取得します。BTLib_Inquiry


関数を実行後、必ず本関数を実行して Bluetooth機器情報を取得してください。 


  


書式 LONG BTLib_GetDeviceInfo ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


 DWORD DeviceNumber 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] Bluetooth機器情報を格納する構造体変数 


 DeviceNumber [in] BTLib_Inquiry関数で取得した Bluetooth機器の数 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報取得失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


Bluetooth機器名が取得できなかった場合、Bluetooth機器名の変数に Bluetooth機器アドレスを


格納します。 


取得した Bluetooth 機器情報のうち、Bluetooth 機器名以外の情報は書き換えないでください。


Bluetooth機器との接続および通信ができなくなる可能性があります。 


本関数を実行すると、Bluetooth 機器のサービス情報が初期化されます。Bluetooth 機器のサービ


ス情報を取得する場合は、本関数を実行後、BTLib_GetServiceInfo関数を実行してください。 


 


エミュレーター 


① BTLib_Initialize（）が実行されていない場合は BTERR_FAILED を返します。 


② デバイスハンドルに対応して内部に格納している下記データを返します。 


＜ハンドル＞ ＜デバイス名＞ ＜デバイスアドレス＞    ＜デバイスクラス＞ 


8 "BT Device1" "00:60:57:09:A9:80" 0x00100110 


７ "BT Device2" "00:90:CC:39:6D:EB" 0x00120104 


6 "BT Device2" "00:90:CC:39:65:00" 0x00120104 


 


 


 


 
4-3-8 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


BTLib_GetServiceInfo 
 


機能 通信する Bluetooth機器のサービス情報を取得します。 


本関数を実行する前に、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、サービス情報以外のデバイス情


報をあらかじめ取得してください。 


 


書式 LONG BTLib_GetServiceInfo ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] Bluetooth機器情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器サービス情報取得失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 本関数を実行しなくても、Bluetooth 機器との接続を行うことは可能です。サポートしている通信プロ


ファイルの種類をチェックする場合に使用してください。 


Bluetooth機器によっては、SDP(Service Discovery Profile)をサポートしない等の理由で、


使用可能なプロファイルの情報をを取得できない場合があります。 


本関数を実行後、再び BTLib_GetDeviceInfo関数を実行すると、引数に格納された Bluetooth


サービス情報は消去されてしまいます。 


 


エミュレーター 


① BTLib_Initialize（）が実行されていない場合は BTERR_FAILED を返します。 


② 一秒 Sleep（）後、BTERR_SUCCESS を返します。情報は返しません。 
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BTLib_SelectDevice 
 


機能 接続する Bluetooth 機器を指定します。Bluetooth 通信を開始する前にこの関数を実行して、接続


する Bluetooth機器を選択してください。 


 


書式 LONG BTLib_SelectDevice ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


 LPTSTR PortName 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 接続する Bluetooth機器の情報 


    デフォルトの Bluetooth機器を指定する場合、NULLを指定する 


 PortName [in] 接続する通信ポート 


    以下の中から一つを指定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の指定に失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 この関数を実行しない場合、BTLib_SetDefaultDevice関数で設定したデフォルトの Bluetooth機


器が、接続する Bluetooth機器として指定されます。 


 


エミュレーター 


① BTLib_Initialize（）が実行されていない場合は BTERR_FAILED を返します。 


② 内部に格納されている DeviceInfo 情報と一致する場合は、一致したデバイス配列のインデックス値を格納


します。 
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BTLib_SetPassKey 
 


機能 DT-9700本体の PassKey を設定します。PassKeyは、DT-9700本体で他の Bluetooth機器との


ボンドを実行する場合、および他のBluetooth機器からPassKey要求があったときに使用されます。 


パラメータの設定により、他のBluetooth機器からのPassKey要求を拒否することが可能です。設定


した PassKeyは、BTLib_SetPassKey関数および BTLib_DeInitialize関数を実行するまで有効


です。 


 


書式 LONG BTLib_SetPassKey ( 


 LPTSTR  PassKey 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ PassKey  [in] 設定するパスキー 


    NULL または空文字列(””)を指定した場合、他の Bluetooth機器 


からの PassKey要求を拒否する 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  PassKeyの設定に失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 BTLib_TrustDevice関数を実行する前に、必ず本関数を実行してください。 


他の Bluetooth機器から DT-9700 へ PassKey要求が必要となる場合は、事前に本関数を実行し


て PassKeyを設定してください。 


 


エミュレーター 


① BTLib_Initialize（）が実行されていない場合は BTERR_FAILED を返します。 


② 引数の PassKey を内部に持っている PassKeyエリアに格納します。 
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BTLib_TrustDevice 
 


機能 DT-9700本体から、指定した Bluetooth機器との信頼を行います。 


 


書式 LONG BTLib_TrustDevice ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


 LPTSTR PortName 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] デバイスの信頼を実行する Bluetooth機器の情報 


    NULLを指定した場合、デフォルトのBluetooth機器とのデバイスの 


信頼を実行する 


 PortName [in] デフォルトで通信する設定をした通信ポート 


DeviceInfo で NULL を指定した場合のみ、以下の中から一つを指


定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器とのボンドに失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 関数を実行する前に、BTLib_SetPassKey 関数を必ず実行して、ボンド実行時に使用される


PassKeyを設定しておいてください。 


PassKeyを設定していない場合、または BTLib_SetPassKey関数でパラメータにNULLまたは空


文字列(“”)を指定した場合、本関数はエラーを返します。 


通信先の Bluetooth機器からボンド要求があった場合、BTLib_SetPassKeyで設定した PassKey


を自動的に送信するので、本関数を実行する必要はありません。 


 


エミュレーター 


① BTLib_Initialize（）が実行されていない場合は BTERR_FAILED を返します。 


② PassKey が設定されていなければ BTERR_FAILED を返します。 


③ 内部に格納されている DeviceInfo 情報と一致した場合は、BTERR_SUCCESS 、一致しなければ


BTERR_FAILED を返します。 


 
4-3-12 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


BTLib_GetWakeOnStatus 
 


機能 DT-9700本体の Bluetooth WakeOn設定を取得します。 


 


書式 LONG BTLib_GetWakeOnStatus ( 


  DWORD *WakeOnStatus 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WakeOnStatus [out] DT-9700本体の Bluetooth Wake On設定を取得する変数 


    以下の値のいずれかが取得される 


    BTWAKEON_ENABLE Bluetooth WakeON設定が有効 


    BTWAKEON_DISABLE Bluetooth WakeON設定が無効 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 
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BTLib_SetWakeOnStatus 
 


機能 DT-9700本体の Bluetooth WakeOn機能を設定します。 


 


書式 LONG BTLib_SetWakeOnStatus ( 


DWORD WakeOnStatus 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ WakeOnStatus [in] DT-9700本体の Bluetooth WakeOnを設定する変数 


    以下の値のいずれかを設定する 


    BTWAKEON_ENABLE Bluetooth WakeOn設定を有効にする 


    BTWAKEON_DISABLE Bluetooth WakeOn設定を無効にする 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 Bluetooth WakeOn設定は、DT-9700をサスペンドする前に実行してください 
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BTLib_RegisterLocalInfo 
 


機能 DT-9700本体の Bluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 


登録したデバイス情報は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに再設定されます。 


 


書式 LONG BTLib_RegisterLocalInfo ( 


  void 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報登録失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 Bluetooth デバイス情報を変更してレジストリに登録する場合は、本関数を実行する前に


BTLib_SetLocalInfo関数を実行して、Bluetoothデバイス情報を変更してください。 


 


エミュレーター 


① BTLib_Initialize（）が実行されていない場合は BTERR_FAILED を返します。 


② PassKey が設定されていなければ BTERR_FAILED を返します。 


③ 内部に格納されている LocalInfo情報と一致した場合は、内部の登録済みフラグを設定します。 
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BTLib_RegisterDeviceInfo 
 


機能 Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


 


書式 LONG BTLib_RegisterDeviceInfo ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 登録する Bluetooth機器の情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリへの登録失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 登録するBluetooth機器情報のBluetoothアドレスがすでにレジストリに登録されている場合、以前


登録した Bluetooth機器情報は上書きされます。 


 


エミュレーター 


④ BTLib_Initialize（）が実行されていない場合は BTERR_FAILED を返します。 


⑤ PassKey が設定されていなければ BTERR_FAILED を返します。 


⑥ 内部に格納されている DeviceInfo情報と一致した場合は、内部の登録済みフラグを設定します。 
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BTLib_SearchDeviceInfo 
 


機能 検索キーを指定して、Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


 検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数のみを取得することも可能です。 


 


書式 LONG BTLib_SearchDeviceInfo ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


DWORD *DeviceNumber,  


  LPTSTR SearchKey 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] キーと一致した Bluetooth機器の情報 


    DeviceNumberで指定した数以上の配列を用意する 


NULL を指定した場合、キーと一致した Bluetooth機器の数のみを


返す 


DeviceNumber [in / out] 取得する Bluetooth機器情報の最大値を設定する 


実行後、キーと一致した Bluetooth機器の数が格納される 


 SearchKey [in] Bluetooth機器情報検索キー 


    Bluetoothアドレスまたは Bluetooth機器名を指定する 


NULL を指定した場合、レジストリに登録されている全ての


Bluetooth機器の情報を返す 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの検索失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


DeviceNumberで小さい値を指定すると、キーと一致したBluetooth機器情報が完全には取得でき


ない場合があります。キーと一致すると想定される Bluetoothデバイスの個数よりも大きい値を指定し


てください。 


検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数が予想できない場合には、最初に検索キーと一致


する Bluetooth機器情報の数のみを取得してください。その後、Bluetooth機器情報を格納する構


造体の変数を動的に確保し、再度同じ検索キーを使用して Bluetooth 機器情報を取得してく


ださい。 
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4-3-18 


エミュレーター 


① BTLib_Initialize（）が実行されていない場合は BTERR_FAILED を返します。 


② 内部に格納されているDeviceInfo情報のデバイス名、デバイスアドレスと検索キーと比較し、一致した場合


は、デバイス情報とその数を返します。 
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BTLib_DeleteDeviceInfo 
 


機能 指定した Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


 


書式 LONG BTLib_DeleteDeviceInfo ( 


  BT_DEVICEINFO *DeviceInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 削除する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの削除失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 指定するBluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してください。 


引数として使用する Bluetooth 機器情報が、レジストリに登録されている Bluetooth 機器情


報と一致しない場合、エラーとなります。 


 


エミュレーター 


① BTLib_Initialize（）が実行されていない場合は BTERR_FAILED を返します。 


② 内部に格納されている DeviceInfo情報と一致した場合、その登録情報フラグをクリアします。 
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BTLib_GetDefaultDeviceInfo 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器の情報を取得します。 


 


書式 LONG BTLib_GetDefaultDeviceInfo ( 


BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


LPTSTR PortName 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] デフォルトの Bluetooth機器の情報を取得する構造体 


 PortName [in] デフォルトの Bluetooth機器と通信するときの通信ポート 


    以下の中から一つを指定する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の取得失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定していない場合、エラーとなります。 


 


エミュレーター 


① BTLib_Initialize（）が実行されていない場合は BTERR_FAILED を返します。 


② デフォルトと設定されている配列のインデックスからそのデバイス情報を返します。 
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BTLib_SetDefaultDevice 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定します。 


本関数で設定したデフォルトの Bluetooth機器は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに有


効となります。 


 


書式 LONG BTLib_SetDefaultDevice ( 


  BTST_DEVICEINFO *DeviceInfo,  


  LPTSTR PortName 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] デフォルトに設定する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


    NULLを指定した場合、デフォルトで通信するデバイスを設定しない 


PortName [in] デフォルトの Bluetooth機器と通信するときの通信ポート 


    以下の中から一つを選択する 


    BTPORT_SERIAL  仮想シリアル 


    BTPORT_DIALUP ダイヤルアップ 


    BTPORT_LAN  LANアクセスポイント 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の設定失敗 


 


ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ #include “BTLib.h” 


 


備考 本関数を実行しても、BTLib_SelectDevice 関数を使用して接続先として指定した Bluetooth 機器


は変更されません。 


関数を実行する前に、BTLib_RegistDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器情報をレジストリ


に登録しておく必要ががあります。 


関数で使用する Bluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してく


ださい。Bluetooth機器情報がレジストリに登録されている Bluetooth機器情報と一致しない


場合、エラーとなります。 


 


エミュレーター 


① BTLib_Initialize（）が実行されていない場合は BTERR_FAILED を返します。 


② 内部に格納されている DeviceInfo 情報と一致した場合、そのデバイス配列のインデックスをデフォルト値と


して格納します。 
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4-4. SOBR ライブラリ 
 
4-4-1.ライブラリ一覧 
 


関数名 機能 
SOBROpen COMポートの初期化及び電源 ON 


SOBRClose COMポートの解放及び電源 OFF 


SOBR9650Send OBRに対してコマンドを送信(DT-9650専用) 


SOBR9656Send OBRに対してコマンドを送信(DT-9656専用) 


SOBRReceive 受信データの読み出し 


SOBRStatus 受信状態の確認 


SOBRClear 受信バッファ、及び受信状態をクリア 


SOBRSetEventNotification データ取得通知方法をイベント/メッセージから選択 


SOBRGetEventNotification 選択されているデータ通知取得方法を確認 


 
※ DT-9650、DT-9656のトリガーキーエミュレーションは、エミュレータ本体左プログラムキーをマウスで


クリックすることで行なわれます。 
 
4-4-2.関数リファレンス 
次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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SOBROpen 
 
機能 シリアルバーコードリーダを Open状態にして、SOBR機能を使用可能にします。 
 
書式 BOOL SOBROpen(HWND hWnd) 
 
パラメータ 


HWND hWnd アプリケーションのウィンドウハンドル。データ取得通知方法がメッセージ


に設定されている場合、このハンドルに対してメッセージが送られます。


NULLを設定した場合、メッセージは BROADCASTに送信されます。 
 


戻り値 
TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 
※ シリアルバーコードリーダを使用する場合は、はじめに必ずこの関数を使用してください。この関


数を実行するとシリアルバーコードリーダの初期化／電源投入が行われます。 
オープンがエラー終了した場合は、SOBRClose()を実行してから再度オープンし直す必要がありま
す。 
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SOBRClose 
 
機能 シリアルバーコードで使用した COMポートを開放する。 


シリアルバーコードの電源を停止する。 
 
書式 BOOL SOBRClose(void) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値  


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 
※ シリアルバーコードリーダの使用を終了する場合は、この関数を使用してください。 
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SOBRReceive 
 
機能 シリアルバーコードリーダが読み取ったバーコードデータを取得します。 
 
書式 CHAR SOBRReceive (unsigned char *buf); 
 
パラメータ 


unsigned char *buf バーコードデータ取得用バッファへのポインタ 
 
戻り値 


RECV_NODATA データなし 
RECV_NORMAL 取得データあり 
  


 
注意 


本機は内部のバッファにバーコードデータを最大 4 つまで保存することができます。
SOBRReceive()を使用すると本機内に保存されているデータのうち最も古いデータを取得し
ます（取得したデータは本機内から削除されます）。 
本機がバーコードデータを 4つ確保している状態でシリアルバーコードリーダの操作を行った 
場合、本機はデータを取得しません。 
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SOBR9650Send 
 
機能 シリアルバーコードリーダ（DT-9650）に対してコマンドを送信します。 
 
書式 BOOL SOBR9650Send(char *cmd) 
 
パラメータ 


Cmd 送信コマンドを格納したポインタ。 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー（NAK受信、その他エラー） 


 
注意 


シリアルバーコードリーダ（DT-9650）に対して、設定変更等をおこなう場合は 


この関数を使用してください。（本関数は DT-9650専用です） 
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SOBR9656Send 
 
機能 シリアルバーコードリーダ（DT-9656BCR）に対してコマンドを送信します。 
 
書式 BOOL SOBR9656Send(char *cmd) 
 
パラメータ 


Cmd 送信コマンドを格納した文字列へのポインタ。 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 


シリアルバーコードリーダ（DT-9656SOBR）に対して、設定変更をおこなう場合は 


この関数を使用してください。（本関数は DT-9656専用です） 
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SOBRStatus 


 
機能 シリアルバーコードリーダのステータス（送受信状態）の確認 
 
書式 DWORD SOBRStatus(char *DataNum) 
 
パラメータ 


DataNum バーコードリーダ内に記憶しているデータ数を取得する変数ポインタ 
 
戻り値 


SOBR_OK 通常状態 
SOBR_DATA_READING データ取得中 


 
注意 


・バーコードリーダを操作すると、データはバッファ内に保存されます。本関数をポーリングで実


行して、バッファ内にデータが取得されたことを確認してください。 


・本関数を使用して、バッファ内にデータがあることを確認できた場合は、SOBRReceive を使用


してデータを取得してください。 


・SOBRReceive、SOBR9650Send、SOBR9656Sendを使用した際は、本関数を実行してステータ


スを取得してください。バッファフルエラー（SOBR_BUFF_FULL）以外のエラーが発生した


場合は SOBRClose を実行しプログラムを一旦終了させ、通信ケーブルの状態等を確認した後に


再度 SOBROpenからプログラムを再開することを推奨します。 


・ステータスは、別の関数を使用して上書きされるまで PX780内に保存されます。 


ステータスを確認した後は SOBRClearを実行して、保存されているステータスをクリアする 


ことを推奨します。 
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SOBRClear 
 
機能 受信用バッファ、及びステータスのクリア 
 
書式 BOOL SOBRClear(void) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE エラー 


 
注意 


本関数を実行するとライブラリが使用している受信用バッファとステータスをクリア 


します(クリア後のステータスは SOBR_OKになります)。 
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SOBRSetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法をメッセージか名前つきイベントのどちらかに設定することができま


す。 
 
書式 BOOL SOBRSetEventNotification(BOOL bEnable) 
 
パラメータ 


TRUE ：通知方法を名前付きイベントに設定します。 bEnable 
FALSE ：通知方法をメッセージに設定します。 


 
戻り値 


TRUE 正常終了 
FALSE パラメータエラー 


 
注意 
※ 通知方法をイベントに設定した場合、名前付きイベント「SOBREventReading」でバーコードデー
タ取得を通知します(イベントの名称はレジストリで定義しています)。 


 
※  通知方法をメッセージに設定した場合、バーコードデータ取得時にメッセージ


(WM_SOBR_RECEIVING)を発行します(WM_SOBR_RECEIVINGは SOBRLIB.h内で定義され
ているので、このヘッダファイルを includeしてください)。 
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SOBRGetEventNotification 
 
機能 データ取得通知の方法を確認します。 
 
書式 BOOL SOBRGetEventNotification(void) 
 
パラメータ 


なし 
 
戻り値 


TRUE データ取得通知方法が「イベント」に設定されている。 
FALSE データ取得通知方法が「メッセージ」に設定されている。 
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4-5-1 


４‐5．ＢＣＤ演算ライブラリ 
 


４-5-1.機能 
ＢＣＤ演算ライブラリは、加減乗除等の各種演算機能を提供します。 


仕様については、DT-9700 ライブラリマニュアル §5章 「ＢＣＤ演算ライブラリ」を参照願います。 
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